
この情報紙は、区内のボランティアの方々に、
宛名シール貼り、封入作業を行っていただき、発行しています。
いつもご協力ありがとうございます。

３面・・・実習生のライターチャレンジ
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４面・・・能登半島地震 被災地視察報告

【特集】OgiLOVE

代表 檜枝 光太郎さん（写真前列右から2番目） 会員の皆さま
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団体の活動内容

今後について

杉並ボランティアセンターでは、「地域福祉活動費助成
金」を通して、地域で活動する団体を応援しています。
今回はその中の一つ、チャレンジ応援助成団体※
OgiLOVEの代表・檜枝光太郎さんにお話を伺いました。
※チャレンジ応援助成とは…新規の活動を応援するため

の助成金。地域の方々からの善意で集まった歳末たすけあ
い運動募金が原資になっています。

【特集企画】

地域づくりの最前線
～そのチャレンジ！応援します～

OgiLOVEは、杉並区教育委員会主催の講座である、
『すぎなみ大人塾・荻窪コース(2020～2022年実施)』
の受講生が中心となり2023年1月に設立。「自らが楽し
むと、荻窪が盛り上がる！」「生き甲斐を原動力に、
皆が心地よい社会をつくる」を合言葉に、会員が楽し
みながら地域活動をしています。

地域活動は「楽しい！」

子どもたちがつくるフリーマーケット

OgiLOVEは「荻窪で地域活動の第一歩を踏み出
したい」という想いで、すぎなみ大人塾という講
座を受講したメンバーを中心に18名で立ち上げま
した。荻窪(杉並)を愛する仲間が集まることや、
居場所づくりを目指した活動をしています。発足
から約1年半を経過した現在は、49名まで会員が
増えました。会員のほとんどは60代以上ですが、
3名の学生会員も活躍しています。
私たちは、杉並社協の助成金事業「フリーマー

ケットこども未来市」や、西田秋祭りなどの地域
で行う伝統行事の支援、ホームページの情報発信
などを通し、地域活性化に取り組んでいます。ま
た、子どもが健全に育つ地域になることを目指し
て、科学あそびや移動だがし屋を実施しています。
OgiLOVEメンバー間の親睦や学びを深めるため、
イベントや研修を内部で行う機会もあります。

OgiLOVEは、荻窪の居場所づくりを目指す団体
ですが、会話を楽しむサロンのような活動がメイ
ンではありません。会員自身が活動を楽しみ、よ
り良い地域づくりに向け自由に考えたことを実現
できる団体になれたらと思っています。そのため
に、まずはOgiLOVEが地域や他団体などとつなが
り、会員が自らの自由な発想を実現できるよう、
OgiLOVEを基盤として使い、一緒に取り組んでい
きたいです。
「フリーマーケットこども未来市」では、たく

さんの地域の子どもたちとつながることができま
した。今後も、OgiLOVE主催のイベントだけでな
く、地域で行われる他のイベントにも積極的に関
わることによって地域の方々とつながり、子ども
たちが成長できるような場を設け、子どもたちと
一緒により良い地域づくりを目指していきます。
OgiLOVEの活動にご興味を持っていただいた方が
いらっしゃいまし
たら、一緒に活動
できるとうれしい
です。

今年の5月18日(土)に、松渓橋公園とその近隣
にて、「フリーマーケットこども未来市」を開催
しました。このフリーマーケットは、近隣の荻窪
児童館に通う小学校高学年から中学生までの子ど
もたちが中心となって計画を立て、実施すること
で、子どもたちの自己肯定感を育むとともに、多
世代交流を図ることを目的としました。初めての
企画で、計画時や準備段階では、子どもたちを巻
き込むことがあまりできなかったという反省があ
ります。しかし、当日は子どもたちが科学あそび
やゲームコーナーの運営をし、たくさんの来場者
に楽しんでいただきました。子どもたちが子ども
ならではの発想でコーナーを盛り上げたり、中心
となってコーナーの運営をし、それをたくさんの
方々に喜んでいただけたことで、十分に目的が達
成できたと思います。また、OgiLOVEとしても、
地域の様々な方と顔が見える関わりが持てたこと
で、居場所づくりの大きな一歩を踏み出せたと思
います。

▲賑わった「フリーマーケットこども未来市」

私(檜枝さん) が地域活動を始めたきっかけは、
妻の一言です。もともとは、大学で学生たちに物
理を教えていました。定年を過ぎ、地域の子ども
たちと関わりたいという想いは持ちながらも、何
もせずに過ごしていたところ、たまたますぎなみ
大人塾の講座の募集案内を見つけた妻が、「何か
やる」活動のきっかけを私に与えてくれました。
私はこの講座を受講したことで、地域活動と出

会い、現在私が活動をしている「科学あそび」を
長年子どもたちに教えてきた言わば「師匠」と出
会うことができました。この時が2015年、私は72
歳となっていました。そこから約10年、地域や子
どもと関わり続け、82歳となった今では地域活動
は、私の生き甲斐となりました。
地域との関わりを持たずに定年を迎えた世代で

あった私は、まったく新しい場所である地域に飛
び込むことはハードルが高いと感じていました。
しかし今、私は地域活動がとても楽しいです。ボ
ランティアや地域活動は、年齢も性別も経歴も始
めるタイミングも一切関係なく、フラットなもの
です。もし、「何かしたい」という想いを少しで
もお持ちでしたら、
私のように講座の参
加も一歩です。踏み
出すと楽しさがきっ
とわかると思います。

子どもたちが運営した
ゲームコーナー

OgiLOVE
HP：https://ogilove.com/

https://twitter.com/satooyaproject


MADE IN 杉並
必見

区内の福祉施設や団体で作っている
オススメの製品・作品を紹介します。
お気軽にお問合せください！

＼特別企画／

杉並希望の家（久我山5-36-17）
  TEL：03-3335-3774

https://www.kibounoie.net/

ナミスケの使用許可をいただいて、希望の家の仲間たちと一緒に
作成しています。希望の家と区役所内コミュかるショップで販売中！

実習生のライターチャレンジ
8月5日(月)～9月10日(火)の期間、社会福祉士資格の取得に向けて、2名の大学生が杉並社協で実習しました。

 期間中、2名はボラン・ての取材にチャレンジしましたので、大学生のフレッシュな記事をぜひご覧ください！

MADE IN 杉並
必見

杉並・あしたの会福祉作業所
 （阿佐谷南3-12-1）TEL：03-5397-3636

https://www.ans.co.jp/u/ashitanokai/

区内の福祉施設や団体で作っている
オススメの製品・作品を紹介します。
お気軽にお問合せください！

「絞り染め手ぬぐい」です。両端がほつれない
ように三つ折り縫製となっていて使いやすいです。MADE IN 杉並

必見

区内の福祉施設や団体で作っている
オススメの製品・作品を紹介します。
お気軽にお問合せください！

作業所にしおぎ館（西荻北4-31-12）

  TEL：03-3397-3154
https://www14.big.or.jp/~fnkan/main.html

それぞれの持っている力を発揮できるような手芸作品やアレン
ジフラワーなどを作り施設内や区役所などで販売しています。



能登半島地震 被災地視察報告

訪問直後の21日に、能登半島を襲った記録的大雨により被災された皆様に、心よりお見舞い申し上げます。

以下は、21日以前の被災地の状況です。

富山県氷見市では震度5強の地震で断水や建物等に被害があり、氷見市社会福祉協議会では災害ボランティ

アセンターが開設されました。同市では石塀や灯篭が崩れる被害が多く、重機を扱うような専門的なボランティ

アが活躍されたそうです。家の片づけやがれきの撤去は家屋被害の程度によってボランティアが対応できるか

の判断が難しいとのお話も伺いました。自然災害では土木、建築に関わる専門ボランティアの必要性が高く、人

材を確保していくことが課題とのことです。

能登半島地震の被災地となった富山県と石川県内の社会福祉協議会に訪問し、復興状況や支援の取組みに

ついてお話を伺いました。
2024.04.24.撮影 2024.09.20.撮影

▲およそ5万平方メートルが焼失した朝市通りは、4月時点では震災と火災が起きた状況のままになって

いましたが、9月20日時点ではがれきが撤去されていました。（写真はほぼ同じ地点からの撮影）

今回の訪問を通して、「地域とのつながりの強化」、「地

域住民の困りごとを把握する取組みの実施」、「適切なボ

ランティアコーディネート」の重要性を再認識しました。災

害時だけでなく、平時から地域住民の困りごとの把握など

に意識して取り組み、地域の皆さんとつながりを持ってい

きたいと思います。

石川県穴水市と輪島市では建物の倒壊、生活インフラ全般に甚大な被害を受けました。発災後に比べ被災者

の方々も仮設住宅に入居が進む等、少しずつ生活が落ち着きはじめているようです。現在は社会福祉協議会が

立ち上げた災害ボランティアセンターと被災地支援を行っているNPO・NGOが連携を図りながら、被災者に寄り添

い、困りごとの把握に努めています。

仮設住宅では、今まであった地域とのつながりが途切れてしまうため、孤立につながることも多いようです。そこで

社協職員は、戸別の聞き取りや、ちょっとした会話の中から悩みや不安などをキャッチし、支援につなげていると

伺いました。孤立を防ぐ取組みの一つとして住民同士の交流の場（サロン活動等）を活発に実施しています。
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期間：9月18日（水）

～9月20日（金）

板橋区、豊島区、

   中野区、練馬区、

   杉並区の社協職員7名

   で訪問しました。
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